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毎年5月は消費者月間

「地域創生」がスタートします

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

プロ野球ウエスタン・リーグ公式戦情報

Ｐ３

Ｐ４～５

Ｐ１９～３１

Ｐ３２
本市の人口と世帯数（２７年３月３１日現在）
人口　１１万５６０１人（男性５万４９７１人、女性６万６３０人）

世帯数　５万１３３世帯

５５月月11日、観光交流施設「きらめきファクトリー」が富田林駅前にオープンします日、観光交流施設「きらめきファクトリー」が富田林駅前にオープンします。。

※関連記事２ペー※関連記事２ページジ
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「
う
ご
い
た
。
展
」
を
開
催

　
観
光
交
流
施
設
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
初
の
催
し
を

開
催
し
ま
す
。

　
普
段
は
動
か
な
い
物
を
電
子

工
作
で
動
か
す
こ
と
に
挑
戦

し
、
動
か
す
こ
と
に
成
功
し
た

も
の
を
展
示
し
ま
す
。

　
面
白
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

展
示
期
間
　
５
月
１
日

、
午

後
１
時
～
　
日

、
午
後
６
時

１０

と
こ
ろ
　
同
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２

階入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
同
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
〔

　
５
５
０
０
〕

(２４)

●開館日時

利用時間　午前１０時～午後９時

休館日　年末年始（１２月２９日～翌年の１月３日）

●施設の紹介

　１階は、観光案内カウンターを中心とした交流スペース

で、物販コーナー、休憩コーナー、情報コーナー、トイレ、

ベビー休憩室などがあります。

　２階は、展覧会やワークショップなど、さまざまなイベ

ントが催される多目的スペースです。

　２階のフロアは貸し出しも実施しています。

《２階フロアの利用料》

※申し込み方法など、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　同ファクトリー〔(２４)５５００〕

２階フロ２階フロアア
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富田林駅前に５月１日オープン！

軒下スペー軒下スペースス
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毎年５月は
　
消
費
者
庁
設
立
か
ら
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消

費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
の
内
容

な
ど
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
後
の
消
費

者
政
策
の
推
進
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
消
費
者

庁
、
消
費
者
行
政
担
当
部
局
、

消
費
者
団
体
だ
け
で
な
く
、
事

業
者
団
体
、
公
益
に
資
す
る
活

動
を
す
る
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
も
含
め
社
会
経
済
の
全

て
の
主
体
が
消
費
者
の
利
益
の

擁
護
・
増
進
を
意
識
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、　

年
度
消
費
者

２７

月
間
で
は
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
！
消
費
者
が
主
役
の
社
会

　
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
、
消

!!費
者
が
主
役
と
な
っ
て
選
択
・

行
動
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向

け
た
取
り
組
み
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
は
６
月
１
日

か
ら
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
８
月

３
日

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
制
度
の
詳
細

や
支
給
対
象
者
へ
の
案
内
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 ●

臨
時
福
祉
給
付

●
臨
時
福
祉
給
付
金金
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月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日


８
月
３
日
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６
月
１
日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●
子
育
て
世
帯
臨

●
子
育
て
世
帯
臨
時時
特
例
給
付
金

特
例
給
付
金

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
や
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
支
給
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関

が
電
話
や
訪
問
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
払
機
）
を
利
用

す
る
よ
う
に
促
し
た
り
、
預

（
貯
）
金
口
座
の
暗
証
番
号
を

聞
き
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、

必
ず
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、

市
役
所
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
支
給
担
当（
内
線
２
８
６
）

です消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月消費者月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
市
や
次
の
機

関
の
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
者
相
談
室

市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥
（
内

線
１
８
６
）、
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔

０
５
７
０
（
０
６
４
）
３

７
０
〕、
月
～
金
曜
日
は
午
前

９
時
～
午
後
５
時
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
午
前
　
時
～
午
後

１０

４
時
（
年
末
年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

　 市 では、 毎  月 の 広報 とんだばやしの 主 な
し まい つき こうほう おも

 内容 を、 往  復 ９０ 分 のカセットテープやデイ
ないよう おう ふく ぷん

ジー用録音ＣＤに 吹 き 込 んだ「 声 の 広報 」
ふ こ こえ こうほう

を 発行 しています。
はっこう

　 目 の 不  自  由 な 人 など、 文  字 の 読 めない 人 
め ふ じ ゆう ひと も じ よ ひと

がご 近所 、 知  人 におられましたら、この 制 
きんじょ ち じん せい

 度 を 知 らせてあげてください。
ど し

 費  用 
ひ よう

　 無 
む

 料 
りょう

 申 し 込 み　
もう こ

 情 
じょう

 報  公  開  課 （ 内線 ３２６）へ
ほう こう かい か ないせん

　 市  社会  福  祉 
し しゃかい ふく し

 協 
きょう

 議  会 では、 毎  月 の 広報 を
ぎ かい まい つき こうほう

 点訳 した「 点  字  広  報 」を 発行 し、 希  望  者 に
てんやく てん じ こう ほう はっこう き ぼう しゃ

 郵送 しています。
ゆうそう

　また、 市  役所 １ 階  総  合  案  内  窓  口 にも 備 え
し やくしょ かい そう ごう あん ない まど ぐち そな

 付 けていますので、ご 利  用 ください。
つ り よう

 問 い 合 わせ
と あ

　 同 
どう

 協 
きょう

 議  会 〔(２５)８２００〕
ぎ かい

 声 の 広  報 、 点  字  広  報 のご 利  用 を
こえ こう ほう てん じ こう ほう り よう
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２
つ
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給
付
金
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年
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）
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申
請
を
受
け
付
け
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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昨
年
　
月
に
成
立
し
た
「
ま

１１

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

で
は
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
、
首
都
圏
へ
の
過

度
な
人
口
集
中
を
是
正
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

住
み
や
す
い
環
境
を
確
保
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る

社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
国
と
地
方
自
治
体

が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定

　
本
市
に
お
い
て
も
、
　

年
度

２７

中
に
富
田
林
市
版
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
市
民
一
人
一
人
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ

る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

め
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

「
地
方
創
生
」

「
地
方
創
生
」
がが

ス
タ
ー
ト
し
ま

　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
すす

富
田
林
市

富
田
林
市
版版

　
若
者
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
転
入
促
進
と
転
出
抑
止
を
図

り
、
ま
た
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に
よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を
創
出
す
る
た

め
、
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入

す
る
若
者
世
代
に
対

し
て
住
宅
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

支
給
要
件

本
市
に
１
年
以
上
居

住
す
る
親
世
帯
と
の

近
居
ま
た
は
同
居
を

目
的
と
し
て
、　

年
２７

４
月
１
日
～
　
年
３

２８

月
　
日

ま
で
の
間

３１
に
本
市
で
住
宅
（
中

古
を
含
む
）
を
取
得

し
、
当
該
住
宅
に
居

住
す
る
人
で
、
申
請

時
点
で
下
表
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人

支
給
金
額

近
居
の
場
合
＝
　
万
３０

円
、
同
居
の
場
合
＝

　
万
円

５０

申
請
の
受
け
付
け

７
月
１
日

～
　
年
３
月
　
日

２８

３１


ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
市
役
所
４
階
地
方
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
持
参
（
郵
送

不
可
）　

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

７
月
１
日

～
、
地
方
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
配
布
、
ま
た
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
政
策
推
進
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
内

線
４
２
０
）

対
象
者

申
請
時
点
で
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月

２７

２８

　
日

ま
で
に
、
本
市
で
母
子

３１保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の
届
け

出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　

地
元
産
品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用

品
、
ベ
ビ
ー
用
品
な
ど
３
万
円

相
当
分
の
品
物
　

※
お
祝
い
品
は
準
備
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け

６
月
１
日

～
、
申
請
書
類
一

式
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
印
鑑

を
持
参
し
、「
妊
娠
届
出
書
」
提

出
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
～
５
月
　
日

ま

３１

で
の
間
に
「
妊
娠
届
出
書
」
を

提
出
し
た
人
に
は
、
５
月
下
旬

ご
ろ
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
届
か
な
い
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
申
請
書
に
添
付

の
案
内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
政
策
推

進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
内

線
４
２
０
）

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
贈
り
ま

す
。

へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
資
す
る
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
先
駆
け

て
、
本
市
で
は
次
の
三
つ
の
事

業
を
先
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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ー
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事
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～
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品

を
贈
呈
～
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市
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同
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促
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～
親
子
で
近
居
・
同

居
す
る
若
者
世
代
に

対
し
て
住
宅
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
～



５

　
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内

に
所
在
し
、
地
域
振
興
に
貢
献

す
る
商
店
な
ど
に
お
い
て
共
通

し
て
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
今
年
の
秋
ご
ろ

に
発
行
し
ま
す
。

　
販
売
価
格
は
、
１
冊
１
万
円

で
１
万
２
０
０
０
円
分
の
ご
利

用
が
で
き
る
５
０
０
円
券
　
枚
２４

つ
づ
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
（
割
増
率
）
は

　
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

２０ぜ
ひ
、
お
得
な
同
商
品
券
を
有

効
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
今
後
詳
細

が
決
ま
り
次

第
、
広
報
誌

や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
同
商

品
券
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
店
舗
な
ど
の
募
集
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
０
）

　
そ
こ
で
、
本
市
で
は
地
域
の

活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
広
域
的
に
実

施
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

モ
デ
ル
と
な
る
事
業
に
対
し
て

同
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
次
年
度
以
降
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
事
業
　
広
域
で
取
り

組
む
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新

規
事
業
（
原
則
）
で
3
年
以
上

継
続
で
き
る
事
業

補
助
対
象
団
体
　
複
数
の
町
会

（
自
治
会
）
に
よ
る
連
合
体（
連

合
町
会
）、
ま
た
は
複
数
の
町

会
（
自
治
会
）
と
市
民
公
益
活

動
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
連
合

体
（
協
議
体
）

補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の

　
分
の
９
の
額
で
1
事
業
当
た

１０り
年
　
万
円
を
限
度
に
3
年
間

２０

補
助

申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
で
配

布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
５
月
７
日

～
６
月

　
日

ま
で
に
同
課
（
内
線
４

１９６
９
、
４
７
３
）
へ

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
市
民
協

働
課
（
市
民
活
動
推
進
、
国
際

化
施
策
推
進
）」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
中
か
ら
、
最
大

5
事
業
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

選
定
し
ま
す
。

　
近
年
、
一
人
一
人
の
価
値
観

が
多
様
化
し
、
地
域
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま

す
。
　
市
民
協
働
の

基
本
的
な
テ
ー

マ
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決

し
、
地
域
を
中

心
と
し
た
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、

地
域
が
主
体
性
を
持
て
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
仕
組

み
が
必
要
で
す
。

元気なまちづくりモデル

事業補助金制度をご利用

ください

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、　

年
４
月
１
日
（
基

２７

準
日
）
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔

慰
金
が
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

請
求
期
限
　
　
年
４
月
２
日


３０

ま
で

対
象
者
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

※
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人
が
い
な
い
場
合
は
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

（
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
、
戦
没
者
と
１
年
以
上

の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親
等

内
親
族
）
の
う
ち
先
順
位
の
人
。

支
給
内
容
　
額
面
　
万
円
（
５

２５

年
償
還
の
記
名
国
債
）

※
支
給
を
受
け
る
に
は
、
請
求

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
２
）

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
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戦
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遺
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第
　
回
特
別
弔
慰
金
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支
給
さ
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ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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骨髄バンクドナーに助成金を交付しています

　本市では、白血病などの治療に有効な骨髄移植を推進

し、骨髄バンクへのドナー登録者増加を図るため、骨髄・

末梢血幹細胞を提供された人（ドナー）に対して、助成金

を交付しています。

対象者　次の全てに該当する人

◎本市に住民登録をしている人

◎（公財）日本骨髄バンクが実施している「骨髄バンク」

に登録し、提供を証明する書類の交付を受けている人

◎骨髄・末梢血幹細胞の提供を２５年４月１日以降に完了した人

助成額　骨髄の提供に際して入院および通院に要した日数

で１日当たり２万円（上限１４万円）

申し込み　市ウェブサイトの各課のページ「健康づくり推

進課（保健センターの事業案内）」からダウンロードした骨

髄移植ドナー支援事業助成金交付申請書に必要事項を記入

し、同バンクが交付する提供を証明する書類を添えて、提

供を完了した日の属する年度の３月末日、または完了日か

ら１４日以内のいずれか遅い日までに保健センター〔(２８)

５５２０〕へ（郵送不可）

※必要書類など詳しくは、お問い合わせください。　
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ミ
ア
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商
品
券
発
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～
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

の
お
得
な
商
品
券
を

発
行
～



６

れ
ま
し
た
。

　
大
 
町
の
中
で
も
、
特
に
自

主
防
災
へ
の
関
心
が
高
く
、
早

く
か
ら
防
災
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
区
と
し
て
、 安
  渡
 地
区
が

あ
ん
 
ど

あ
り
ま
す
。
同
地
区
は
、
国
が

進
め
て
い
る
町
会
や
自
治
会
単

位
で
の
防
災
計
画
の
策
定
に
い

ち
早
く
取
り
組
み
、
そ
の
計
画

の
実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、

自
主
的
に
地
域
防
災
訓
練
を
重

ね
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
活
動
が
先
進
的
で
あ
る

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
報

道
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
津
波
注
意
報
の
発

表
時
に
防
災
無
線
か
ら
鳴
る
サ

イ
レ
ン
に
よ
り
、
東
日
本
大
震

災
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人

が
多
く
い
た
と
聞
き
、
ま
だ
ま

だ
震
災
の
傷
が
癒
え
ず
、
心
の

ケ
ア
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
業
務
の
一
つ
と

し
て
津
波
避
難
計
画
の
作
成
が

あ
り
、
同
計
画
を
作
成
す
る
た

め
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の

地
震
津
波
が
当
時
よ
り
最
悪
の

条
件
下
で
発
生
し
た
場
合
の
新

た
な
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
、
そ
の
結
果
を
示

し
な
が
ら
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
避
難
目
標
や
避
難
経
路
を

考
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
避

難
目
標
や
避
難
経
路
に
つ
い
て

地
域
の
人
た
ち
が
真
剣
に
議
論

し
、
計
画
策
定
後
に
は
、
実
際

に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
本
当
に
そ
の
場
所
が
適
地

で
あ
る
の
か
な
ど
の
検
証
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
確
認
さ

　
私
は
、
昨
年
４
月
か
ら
一
年

間
で
し
た
が
、
岩
手
県
大
 
町

に
支
援
職
員
と
し
て
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
大
 
町
の
危
機
管

理
室
で
町
の
防
災
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。

　
私
の
任
期
の
間
に
は
、
津
波

注
意
報
が
３
回
、
大
雨
、
洪
水
、

波
浪
な
ど
の
気
象
警
報
の
発
表

が
　
回
あ
り
、
２
月
　
日
に
三

１２

１７

陸
沖
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る

津
波
注
意
報
の
際
に
は
、
大
 

町
の
沿
岸
地
域
に
対
し
て
「
避

難
指
示
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
に
岩
手
県
沿
岸
の

市
町
村
で
「
避
難
指
示
」
を
発

令
し
た
の
が
、
久
慈
市
と
大
 

町
だ
け
で
、
そ
の
後
地
元
の
新

聞
に
も
「
空
振
り
」
を
恐
れ
な

と
の
こ
と
か
ら
、　

年
３
月
　

２７

１４

日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
国
連
防
災
会
議
」
の
「
地

区
防
災
計
画
モ
デ
ル
地
区

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
取
り
組
み
の

発
表
を
す
る
な
ど
、
そ
の
取
り

組
み
が
全
国
的
に
も
評
価
さ
れ

て
い
る
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、 吉
  里
  吉
  里
 中
学
校
で

き
 

り
 

き
 

り

の
防
災
授
業
で
は
、
大
 
町
の

方
言
で
「
こ
す
ば
る
（
駄
々
を

こ
ね
て
避
難
を
拒
否
す
る
）」人

を
ど
の
よ
う
に
助
け
る
の
か
と

い
う
テ
ー
マ
に
対
し
、
あ
る
生

徒
か
ら
は「
避
難
す
る
場
所
へ
、

平
時
か
ら
散
歩
に
行
っ
て
ど
の

よ
う
な
所
が
あ
る
か
を
知
っ
て

も
ら
い
、
私
で
も
あ
そ
こ
ま
で

行
っ
た
ら
供
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
る
僑供
命
が
助
か
る
僑
と
い
う

こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
逃
げ
る
自
信
に
も
な
り
、

こ
す
ば
る
人
が
い
な
く
な
る
と

思
う
」
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
諦
め
る
命
を
救
う

「
自
助
、
共
助
の
基
本
」
と
な

る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
た
中
学
生
に
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
大
 
町
で
は
、「
今
回
の
災
害

に
よ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
温

か
い
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
富
田
林
で
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
応
援
に

行
き
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
る

職
員
さ
ん
に
も
巡
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　「
東
日
本
大
震
災
は
ま
だ
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」
こ
れ
を

被
災
し
て
い
な
い
私
た
ち
が
、

い
つ
ま
で
も
思
い
続
け
、
支
援

を
続
け
る
こ
と
が
、
被
災
地
の

復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
、
大
 
町
の
現
状
を
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

資源家電４品目のリサイクル
料金が変更になりました

　資源家電４品目のリサイクル料金が

下表のとおり変更になりました。

※市の収集運搬費用は、１個に付き

２７００円です。小売店に収集運搬を依頼

される場合は、それぞれ料金が異なり

ますのでご注意ください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

スプリング入りマットレスが
処理困難物に指定されました

　４月から、「スプリング入りマットレ

ス」が、市の粗大ごみで収集できない

「処理困難物」に指定されました。な

お、スプリングの入っていないものに

ついては、従来どおり粗大ごみとして

収集します。処分方法など詳しくは、

お問い合わせください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

津波に備えた盛り土工事の様津波に備えた盛り土工事の様子子

岩
手
県
大
 
町
派
遣
職
員
の

手
記
を
紹
介
し
ま
す

　
昨
年
４
月
か
ら
、
大
 

町

で
、
危
機
管
理
室
長
と
し
て
業

務
に
あ
た
っ
て
い
た
職
員
が
一

年
間
の
任
期
を
終
え
、
本
市
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

職
員
が
大
 
町
で
体
験
し
た
こ

と
な
ど
を
記
し
た
手
記
「
大
 

町
レ
ポ
ー
ト
」を
掲
載
し
ま
す
。

大
 
町
レ
ポ
ー
ト

～
大
 
町
で
の
一
年
を
振

り
返
っ
て
～

       消
防
本
部
　
山
中
　
清
隆
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近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団
体

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設
立

し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る
な

ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品
　
被
害
区
域
お

よ
び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑

な
ど
に
設
置
す
る
次
の
防
護
資

材
な
ど

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
の
農

家補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
７
日

～
　２８

年
２
月
　
日

ま
で
に
、
農
業

２９

振
興
課
（
内
線
４
４
５
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
「
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
農
業
振
興
課
」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵柵
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ををををををををををををををををををををを

補
助
金
を
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

活
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

「市高齢者保健福祉計画及び

第６期介護保険事業計画」を

策定しました

計
を
基
に
算
出
し
た
第
６
期
の

基
準
保
険
料
（
月
額
）
は
５
９

９
５
円
で
す
。　
ま
た
、
保
険

料
の
負
担
段
階
を
　
段
階
（
第

１０

５
期
）
か
ら
　
段
階
に
改
め
、

１２

よ
り
負
担
能
力
に
応
じ
た
設
定

に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

（
内
線
１
７
５
）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
る
高
齢

者
の
意
識

　
昨
年
、
要
介
護
認
定
を
受
け

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
　
歳
以

６５

上
の
１
０
０
０
人
を
無
作
為
に

抽
出
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
多
く
の
高
齢
者

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の

生
活
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
対

応
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

本
市
の
高
齢
化
率

　
本
市
の
人
口
推
計
は
、　

年
２８

に
　
万
３
８
４
４
人
、　

年
に

１１

２９

　
万
２
６
４
６
人
と
減
少
す
る

１１見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
、
高
齢
者
人
口
（
　
歳
６５

以
上
）
は
、　

年
に
３
万
１
７

２８

１
４
人
、
　

年
に
３
万
２
１
６

２９

１
人
と
増
加
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、　

年
に
は
本
市

２９

の
高
齢
化
率
は
　
・
６
㌫
に
達

２８

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
６
期
の
介
護
保
険
料

　
介
護
保
険
制
度
は
、　

歳
以

４０

上
の
人
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
と
公
費
（
税
金
）
を
財
源

に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
給
付
費
や
地
域
支
援
事

業
費
、
被
保
険
者
数
な
ど
の
推

　
本
市
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ

め
、
全
て
の
市
民
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
、「
す
こ
や
か

に
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
同
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、「
重
度
の
要
介
護

状
態
を
支
え
る
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
認
知
症
に

な
っ
て
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」「
生
活
支
援
・
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
仕
組
み
づ

く
り
」「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
」
を
重
点
施

策
と
し
て
、
団
塊
の
世
代
が
　７５

歳
以
上
に
な
る
　
年
ま
で
の
中

３７

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
計
画
で
す
。

市小規模企業融資をご活用ください

　本市では、小規模企業者の皆さんの経営安定と発展を支援

するため、事業に必要な資金を低利で調達できるよう、大阪

信用保証協会の保証付制度融資を実施し、資金供給の円滑化

に努めていますので、ぜひご活用ください。

融資限度額　４００万円（すでに利用されている保証協会付融

資の残高との合計が１２５０万円の範囲内となる額）

融資期間　４年以内

融資利率　固定1.３㌫（金融情勢によって変動することがあり

ます）

信用保証料　同保証協会が定める料率による保証料が必要

※約定どおり融資を完済された人には、約定利子の５０㌫を補

給します。また、融資当初の負担を軽減するため融資実行

後、信用保証料を一括で支払われた人には保証料の５０㌫を補

給します。

※その他、融資限度額の大きい府の制度融資もありますの

で、詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８２、４８３）
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

６月１日は
人権擁護委員の日

　
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
B
e

―

i
n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
ま

す
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
分

科
会
や
講
演
会
な
ど
年
間
を
通

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
実
行
委
員
に
な
っ

て
、
そ
の
企
画
や
運
営
に
携

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
実
行
委
員
会
は
、
６
月
～
　２８

年
３
月
ま
で
の
間
に
、
毎
月
１

回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
す
。

募
集
人
員
　
　
人
程
度
（
性
別

１０

不
問
、
男
性
歓
迎
）

申
し
込
み
　
５
月
　
日

（
必

２０

着
）
ま
で
に
、
人
権
政
策
課
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
人
権
政

策
課
〔（
内
線
４
７
４
）
・

　（２５）

９
０
３
７
〕
へ

男女共同参画フォーラム
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　　　　　実行委員募集

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
民

生
委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
子
育
て
の
こ
と
な
ど
で
心
配

事
や
悩
み
事
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
秘
密
は
必
ず
守
り
ま

す
。
　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

５
月
　
日
は

１２

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
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ややややややややややややややややややややややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ
し
た
　
思
い
や
り
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
町
一
・
二
丁
目
担
当

 
本
　
雅
三
さ
ん
〔

　
５
６

（２５）

７
１
〕

●
久
野
喜
台
二
丁
目
１
３
２
～

１
３
９
棟
担
当

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

服
部
　
榮
子
さ
ん
〔

　
２
８

（２９）

８
９
〕

●
寺
池
台
五
丁
目
分
譲
担
当

萩
原
　
恵
以
子
さ
ん
〔

　
０
（２８）

５
７
７
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
設
し

ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
近

隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な

ど
、
身
近

な
こ
と
で

困
っ
て
い

る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
６
月
１
日

、
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
（
内
線
５
４
４
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
池
田
　
義
尊
さ
ん

○
岡
本
　
聡
子
さ
ん

○
隆
琦
　
永
子
さ
ん

○
川
口
　
博
夫
さ
ん

○
木
下
　
佳
信
さ
ん

○
蔵
田
　
和
子
さ
ん

○
阪
本
　
省
三
さ
ん

○
鈴
木
　
善
勝
さ
ん

○
冨
士
原
　
貞
憲
さ
ん

○
道
 
　
洋
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
、
５
月
１
日

～

７
日

は
憲
法
週
間
で
す
。

　
人
は
、
誰
で
も
自
分
の
夢
を

持
ち
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
と
し
て
、
自
由
で

幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い
、
暮

ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
私
た
ち
の
当
た
り

前
の
願
い
を
憲
法
は
し
っ
か
り

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
（
第

　
・
　
・
　
条
）、
同
時
に
私
た

１１

１３

２５

ち
も
絶
え
ず
努
力
し
て
こ
の
自

由
と
権
利
を
持
ち
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
　
条
）。

１２

　
私
た
ち
の
ま
ち
富
田
林
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
文
化
、
習

慣
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
共

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
・
権
利
が

か
け
が
え
の
な
い
の
と
同
様

に
、
相
手
の
人
権
も
ま
た
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
（
第
　１４

条
）。

　
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

理
解
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
。
こ
う
し
た
豊
か
な
人
間
関

係
と
人
権
意
識
に
裏
付
け
ら
れ

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
こ
の

週
間
を
私
た
ち
が
憲
法
に
つ
い

て
考
え
、
家
庭
や
地
域
で
語
り

合
い
、
そ
の
心
と
知
恵
を
伝
え

合
う
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
５
月
を
憲
法
月
間
と
定

め
、
街
頭
啓
発
や
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、

本
市
の
人
権

擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
は
無

料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま

す
。

● 日  本  国  憲法 （ 抜粋 ）
に ほん こく けんぽう ばっすい

 第 １１
だい

 条 （
じょう

 基  本  的  人権 の 尊 
き ほん てき じんけん そん

 重 ）
ちょう

　 国民 
こくみん

は、すべての 基  本  的  人権 の
き ほん てき じんけん

 享 
きょう

 有 を
ゆう

 妨 げ
さまた

られない。この 憲法 が 国民 
けんぽう こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 基  本  的 
き ほん てき

 人権 は、 侵 すことのできない 永 
じんけん おか えい

 久 
きゅう

の 権  利 とし
けん り

て、 現  在  及 び
げん ざい およ

 将 
しょう

 来 の
らい

 国民 
こくみん

に 与 へられる。
あた

 第 １２
だい

 条 （
じょう

 自  由 ・ 権  利 の 保  持 、 濫用 の 禁  止 、 利 
じ ゆう けん り ほ じ らんよう きん し り

 用  責任 ）
よう せきにん

　この 憲法 が
けんぽう

 国民 
こくみん

に 保 
ほ

 障 
しょう

する 自  由  及 び 権  利 
じ ゆう およ けん り

は、 国民 の 不  断 の 努 
こくみん ふ だん ど

 力 
りょく

によって、これを 保  持 
ほ じ

しなければならない。 又 、 国民 は、これを 濫用 
また こくみん らんよう

してはならないのであって、 常 に 公 
つね こう

 共 
きょう

の 福  祉 
ふく し

のためにこれを 利  用 
り よう

する 責任 を 負 ふ。
せきにん お

 第 １３
だい

 条 
じょう

（ 個  人 の 尊 
こ じん そん

 重 
ちょう

、 生命 ・ 自  由 ・ 幸福  追 
せいめい じ ゆう こうふく つい

 求 
きゅう

の 権  利 ）
けん り

　すべて 国民 は、 個  人 として 尊 
こくみん こ じん そん

 重 
ちょう

される。 生 
せい

 命 、 自  由  及 び 幸福  追 
めい じ ゆう およ こうふく つい

 求 
きゅう

に 対 する 国民 の 権  利 に
たい こくみん けん り

ついては、 公 
こう

 共 
きょう

の 福  祉 に 反 しない 限 り、 立法 
ふく し はん かぎ りっぽう

その 他 の 国政 の 上 で、 最大 の 尊 
た こくせい うえ さいだい そん

 重 
ちょう

を 必要 とす
ひつよう

る。

 第 １４
だい

 条 
じょう

（ 法 の 下 の
ほう もと

 平 
びょう

 等  他 ）
どう ほか

　すべて 国民 は、 法 の 下 に
こくみん ほう もと

 平 
びょう

 等 であって、
どう

 人種 、 信 
じんしゅ しん

 条 
じょう

、 性別 、 社会  的  身  分  又 は 門  地 によ
せいべつ しゃかい てき み ぶん また もん ち

り、 政  治  的 、 経済的  又 は 社会  的 
せい じ てき けいざいてき また しゃかい てき

 関係 において、
かんけい

 差  別 されない。（ 第 １ 項 ）
さ べつ だい こう

 第 ２５
だい

 条 
じょう

（ 生  存  権 、 国 の 義  務 ）
せい ぞん けん くに ぎ む

　すべて 国民 は、 健康 で 文  化  的 な 最低  限  度 の
こくみん けんこう ぶん か てき さいてい げん ど

 生  活 を
せい かつ

 営 
いとな

む 権  利 を 有 する。（ 第 １ 項 ）
けん り ゆう だい こう

５
月
１
日
～
７
日
は
「
憲
法
週
間
」
で
す

と
き
　
５
月
８
日

、
午
後
１

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
０
１
会
議

室
（
内
線
２
０
１
）

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）
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一
人
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厳
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大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
とととととととととととととととととととととととととととととととととと
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たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
　
　
　
　
　
　
知
恵
を
つ
た
え
た
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
て

　
年
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
現

１５実
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

３０

１０

時
～
　
時
　
分
（
午
前
９
時
　

１１

３０

５０

分
開
場
）

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

８０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

講
師
　
大
塚
　
保
信
さ
ん
（
大

阪
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

会
長
）

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

〔

　
３
３
３
３
〕

（２４）
中
央
公
民
館
の

　
憲
法
月
間
行
事

講
演
会
「
長
寿
を
生
き

る
～
こ
れ
か
ら
の
社

会
・
家
族
に
求
め
ら
れ

る
も
の
～
」



１０

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
ば
こ
は

喫
煙
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
周
囲
の
人

の
健
康
に
も
大
き
な
悪
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の

は
、
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性

が
原
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫

煙
習
慣
は「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病

気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日５月３１日はははははははははははははははははははははは
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禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト

の
結
果
に

よ
り
、
健

康
保
険
な

ど
が
適
応

に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

　
広
報
ふ
れ
あ
い
レ
ポ
ー
タ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
な
っ
て
、

広
報
と
ん
だ
ば
や
し
に
あ
な
た

の
企
画
で
、
取
材
記
事
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
に
活
動
で
き
る
市
内

在
住
で
　
歳
以
上
の
人

２０

任
期
　
７
月
１
日

～
　
年
３

２８

月
　
日


３１
申
し
込
み
　
郵
送
で
応
募
の
動

機
と
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
取
材

し
て
み
た
い
こ
と
を
原
稿
用
紙

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、履

歴
書
を
同
封
し
、
５
月
　
日


２９

（
必
着
）
ま
で
に

５
８
４
・

８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１
　
情

報
公
開
課
（
内
線
３
２
６
）
へ

※
採
用
者
に
は
電
話
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

広
報
ふ
れ
あ
い

レ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　
４
月
１
日
に
、
本
市
、
河
内

長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、
太
子

町
、
河
南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪

村
が
共
同
で
公
平
委
員
会
を
設

置
し
た
、「
南
河
内
広
域
公
平
委

員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
公
平
委
員
会
委
員
が
就

任
さ
れ
ま
し
た

　
　
年
　
月
の
第
４
回
市
議
会

２６

１２

定
例
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月

１
日
付
で
同
公
平
委
員
会
委
員

に
次
の
人
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

○
西
川
　
道
夫
さ
ん
（
寺
池
台

五
丁
目
　
の
　
）

１７

２１

○
岩
城
　
本
臣
さ
ん
（
河
内
長

野
市
日
東
町
７
の
　
）
１４

○
澤
田
　
勝
さ
ん
（
大
阪
狭
山

市
西
山
台
六
丁
目
　
の
１
）

１２

問
い
合
わ
せ
　
同
公
平
委
員
会

事
務
局
（
内
線
4
8
6
）

南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広南河内広域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
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禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
禁
煙

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
６
月
２
日

、
午
前
　１０

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
大
阪
労
働
局
で
は
、
労
働
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

（
解
雇
、
労
働
条
件
な
ど
）
の

相
談
を
大
阪
労
働
局
お
よ
び
府

内
　
カ
所
の
労
働
基
準
監
督
署

１３
に
設
置
し
た
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
総
合
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

と
き
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）、
午
前
９

時
～
午
後
６
時
、〔

０
１
２
０

（
９
３
９
）
０
０
９
〕　

※
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど

か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
や
携
帯

電
話
か
ら
は
〔

０
６
（
７
６

６
０
）
０
０
７
２
〕

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
労
働
局
総

務
部
企
画
室
〔

０
６
（
６
９

４
９
）
６
０
５
０
〕

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
を

～
職
場
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
～



１１

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

に
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
の
漏
水
を
発

見
し
た
と
き
は
市
役
所
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
水
難
事
故
か
ら
守
る

た
め
に

・
た
め
池
管
理
者
や
地
域
な
ど

で
設
置
す
る
危
険
標
識
は
幼
児

や
児
童
が
分
か
り
や
す
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
た
め
池
の
安
全
施
設
の
破
損

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
め
池
や
水
路
周
辺
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
見
掛
け
た
ら

注
意
の
一
声
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。

・
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通

じ
て
子
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

に
つ
い
て
保
護
者
な
ど
へ
啓
発

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）

　
た
め
池
災
害
は
、
梅
雨
・
台

風
期
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
府
で
は
、
た
め
池
で
の
災
害

と
水
難
事
故
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
梅
雨
・
台
風
期
前
の
5
月

を
「
た
め
池
愛
護
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
広
報
活
動
な
ど
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

次
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

た
め
池
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

・
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

・
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ
る

た
め
池
の
草
刈
り
や
、
水
路
の

清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

・
水
を
汚
す
家
庭
か
ら
の
排
水

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と

協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
宅
地
防
災
に

関
す
る
技
術
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
建
築
指
導
室

審
査
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k
a
.

lg
.jp
/
k
e
n
s
h
i_
s
h
in
s
a
/

〕、

ま
た
は
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
備
え
付
け
の
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必

要
に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

◆
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

◆
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

◆
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
府
審
査
指
導
課

〔

０
６
（
６
２
１
０
）
９
７

２
０
〕、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
内
線
４
５
４
）

５
月
は

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防

宅
地
防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
と

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
で
す

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

宅
地
防
災
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

た
め
池
愛
護
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

新
北
橋
災
害
復
旧
工
事
の

工
事
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
３
）

　
　
年
９
月
の
台
風
　
号
に
よ

２５

１８

り
、
被
災
し
、
現
在
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
新
北
橋
の
災
害

復
旧
工
事
の
工
事
期
間
を
７
月

　
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。

３１



１２

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

▽
教
育
総
務
部
長
　
嘉
田
　
裕

治▽
教
育
総
務
部
付
部
長
兼
教
育

指
導
室
長
　
植
野
　
均

▽
消
防
本
部
付
部
長
　
山
中
　

清
隆

▽
選
挙
・
監
査
・
公
平
・
固
定
審
・

農
業
委
事
務
局
長
　
村
本
　
正

文▽
市
長
公
室
理
事
（
再
任
用
）

植
村
　
耕
治

▽
市
長
公
室
理
事
（
再
任
用
）

西
野
　
好
文

▽
消
防
署
長
（
理
事
）
兼
金
剛

分
署
長
兼
太
子
分
署
長
兼
千
早

赤
阪
分
署
長
　
竹
田
　
孝
行

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）

　
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。

　
部
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
総
務
部
長
　
藤
田
　
佳
彦

▽
子
育
て
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
　
北
山
　
泰
史

市職員の

　人事異動

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

市
消
防
職
員
採
用
資
格
試
験
をををををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま

実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数
　

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
お
よ
び
試
験
内

容試
験
日
　
５
月
　
日


３１

試
験
内
容
　
筆
記
試
験
、
性
格

適
性
検
査
、
体
力
テ
ス
ト

●
市
非
常
勤
職
員

業
務
内
容
　

・
保
育
業
務

・
時
間
外
保
育
業
務
　

※
任
用
期
間
や
勤
務
日
、
業
務

内
容
な
ど
詳
し
く
は
実
施
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

試
験
日
・
内
容
　

５
月
　
日

～
　
日

、
書
類

１８

２２

審
査
、
面
接
試
験
　

※
面
接
日
・
時
間
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
時
に
相
談
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

合
格
発
表
　

５
月
末
ま
で
に
本
人
へ
通
知

申
し
込
み
　

い
ず
れ
も
５
月
　
日

ま
で

１５

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）

３０

に
、
所
定
の
申
込
書
に
写
真
を

貼
っ
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、

資
格
証
の
写
し
を
添
え
て
こ
ど

も
未
来
室
（
内
線
２
９
０
）
へ

（
郵
送
不
可
）　

※
申
込
書
、
実
施
要
領
は
、
人

事
課
（
内
線
３
２
２
）
お
よ
び

こ
ど
も
未
来
室
で
配
布
（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ「
人
事
課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
）。

●
市
臨
時
的
任
用
職
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

　
市
立
保
育
所
で
勤
務
す
る
市

臨
時
的
任
用
職
員
（
ア
ル
バ
イ

ト
保
育
士
）
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

勤
務
時
間
　

①
午
前
７
時
　
分
～
午
後
０
時

３０

　
分
、
②
午
後
１
時
　
分
～
６

３０

３０

時
　
分
、
③
午
前
８
時
～
午
後

３０
６
時
の
間
で
８
時
間
（
内
　
分
４５

間
休
憩
有
り
）
な
ど

勤
務
地
　

市
内
公
立
保
育
所

時
間
給
　

１
０
０
０
円

※
業
務
内
容
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
交
付

５
月
１
日

～
　
日


２２

※
市
役
所
人
事
課
、
市
消
防
本

部
消
防
総
務
課
、
金
剛
連
絡
所

で
交
付
し
ま
す
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
市
消
防
本
部
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
の
受
け
付
け

５
月
７
日

～
　
日

（
郵
送

２２

の
場
合
は
５
月
　
日

ま
で
の

２２

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
市
消
防

本
部
消
防
総
務
課
〔

　
１
１

（２３）

２
３
〕
へ

※
 申
込
書
の
交
付
、
受
け
付
け

は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
　
分
ま
で
。

３０

※
い
ず
れ
の
職
種
に
お
い
て
も

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
も
受

験
で
き
ま
す
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
ををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

～
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
のののののののののののののののののののののの

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののの
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををを
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　
あ
な
た
の
力
を
求
め
て
い
ま
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

市
立
保
育
所
で
勤
務
す
る
保
育
士

（
市
非
常
勤
職
員
、
市
臨
時
的
任
用

職
員
）
を
募
集



１３

　
電
動
自
転
車
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
観
光
や
仕
事
、

通
勤
、
通
学
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
方
法
・
料
金
・

時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
利
用
を

希
望
さ
れ
る
駐
車
場
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
「
か
わ
っ
ち
り

ん
」
が
、
市
営
喜
志
駅
地
下
自

転
車
駐
車
場
〔

　

６
２
９

（２４）

３
〕
お
よ
び
富
田
林
駅
自
転
車

駐
車
場
〔

　
９
４
７
９
〕
で

（２４）

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　５月ごろから初夏にかけて、家屋の外壁やベランダなどにタカラダ

ニという体長１㍉㍍ほどの小さな赤い虫が発生することがあります。

　この虫はマダニと異なり血は吸いませんが、つぶすと赤い液体が出

て、洗濯物についた場合赤いシミになるので注意が必要です。

　駆除方法は、有機リン系殺虫剤もしくは熱湯が効果的ですが、梅雨

の時期が過ぎると自然といなくなるのが特徴です。

●タカラダニ　

・赤い色　

・血を吸うことはない

・日当たりの良いコンクリートで見掛

ける

●マダニ　

・黄褐色～茶褐色

・草むらなどの茂みに生息

・かまれるとなかなか離れない

・ＳＦＴＳなどの感染症になることがある

※マダニにかまれた場合は医療機関を受診し、適切な処置を受けてく

ださい。

問い合わせ　富田林保健所衛生課〔(２３)２６８１〕

タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカラララララララララララララララララララララララララララララダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・マママママママママママママママママママママママママママママダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニににににににににににににににににににににににににににににに注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意タカラダニ・マダニに注意！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

マダニタカラダニ

約１ｍｍ
約２～３ｍｍ

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
プププププププププププププププププププププププププププププ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
プププププププププププププププププププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
グググググググググググググググググググググググググググググ
ラララララララララララララララララララララララララララララ

市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

登
録
団
体
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
一
定
区
間
を
地

元
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど

に
、
清
掃
・
緑
化
な
ど
の
美
化

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
市
と
協
力
し
て
地
域

の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
事
業

で
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
団
体

に
は
、
一
定
の
活
動
区
間
を
設

定
し
、
原
則
月
１
回
以
上
の
美

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
現
在
５
団
体
が
登
録
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
　
市
は
、
回
収
し
た
ご
み
の
処

理
や
清
掃
道
具
の
貸
し
出
し
、

美
化
活
動
中
の
事
故
な
ど
に
備

え
た
保
険
の
加
入
手
続
き
お
よ

び
費
用
負
担
な
ど
の
支
援
を
し

ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど
を

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

「
か
わ
っ
ち
り
ん
」

　
　
　
の
ご
利
用
を

春の
全国交通安全運動

　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
　
両
輪

で
す
」「
ち
ょ
っ
と
だ
け
　
ち
ょ
っ

と
で
済
ま
な
い
　
飲
酒
事
故
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
期
間
中
、「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
に
交
通
事
故
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
が
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
な
行
動
を
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

　
５
月
　
日

～
　
日

ま
で

１１

２０

の
間
「
横
断
は
　
い
く
つ
に

な
っ
て
も
　
右
左
」「
自
転
車
は

継
続
的
に
美
化
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）



１４

寺池台　

　池田　 爽  真 ちゃん（３歳）
そう ま

　　　　 優  葉 ちゃん（１０歳）
ゆう は

　　　　 詩  織 ちゃん（６歳）
し おり

元気に仲良く育っています。

梅の里　

　小田　 葵 ちゃん（９カ月）
あおい

みんなに優しく、笑顔いっぱいの女

の子になってね。

山中田町　

　髙橋　 杏  菜 ちゃん（４カ月）
あん な

見ているだけで幸せ。

丸ごとぜーんぶ大好き！

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

田原 久さん（田原　久さん（３３月２０日生まれ月２０日生まれ））高橋 宮子さん（高橋　宮子さん（３３月１９月１９日生まれ日生まれ））

1
0
0
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

西口 榮子さん（西口　榮子さん（３３月３１月３１日生まれ日生まれ））







わ

が

家

の

ア

イ

ド

ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
中
心
」）
は
５
月

　
日

、
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

、

３１

３０

９
月
号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

ま
で
に
応

３１

募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
歌
＝

春
風
は
芽
吹
く
柳
を
ゆ
ら
し
つ
つ
追
憶
も
又
ゆ
れ
な

が
ら
来
る
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
　
西
田
　
光
子

∧
選
評
∨
冬
か
ら
春
に
移
り
ゆ
く
頃
春
風
が
吹
き

木
々
の
芽
吹
き
が
目
覚
ま
し
く
特
に
街
路
樹
の
し
だ

れ
柳
の
枝
が
風
に
揺
れ
て
い
る
と
風
情
が
あ
る
。
作

者
も
暫
し
目
を
と
め
ら
れ
追
憶
に
ひ
た
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
リ
ズ
ム
よ
く
詠
ま
れ
雰
囲
気
の
あ
る
お

歌
に
な
っ
た
。

被
災
地
の
人
の
笑
顔
は
仮
の
ま
ま
い
つ
訪
れ
ん
真
の

ほ
ほ
え
み
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

同
時
代
を
生
き
し
米
朝
品
格
と
つ
や
の
落
語
を
遺
せ

り
拍
手
　
　
　
　
　
　
　
錦
織
東
　
　
今
西
　
淑
子

長
生
き
の
は
つ
か
の
欲
の
さ
く
ら
花
ケ
ア
の
館
で
見

る
は
ま
ぼ
ろ
し
　
　
　
　
甘
南
備
　
　
　
笹
原
　
肇

先
が
け
て
逝
き
に
し
友
の
あ
れ
こ
れ
と
面
影
浮
か
び

眠
ら
れ
ぬ
 夜
  半
 　
　
　
　
彼
方
　
　
今
道
　
キ
ヌ
子

よ
 

は

あ
と
二
セ
ン
チ
背
が
高
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
案
内
版

の
誤
字
を
見
て
を
り
　
　
楠
風
台
　
野
﨑
　
と
し
子

水
道
の
蛇
口
と
口
づ
け
す
る
よ
う
に
喉
を
う
る
お
す

サ
ッ
カ
ー
少
年
　
　
　
　
山
手
町
　
　
村
上
　
安
子

掃
き
よ
せ
る
大
き
花
び
ら
厄
介
な
 芥
 と
な
り
た
る
木

あ
く
た

蓮
よ
去
ら
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
６
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
４
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３０

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選

宛先

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄

弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）は、

写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時の年

齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字程度）

を添えて、封書で左記の宛先まで応募してく

ださい。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。



１５

夢のかけ橋　～奨学金などについて～

　奨学金制度は、多くの可能性を持つ若者たちが夢

を育むことができるように、経済的に支援する制度

です。

　主な補助金、奨学金制度などは次のとおりです。

○高等学校等就学支援金（国の制度、返済不要）

　国・公・私立を問わず高校生などの授業料の支援

として、年収が約９１０万円未満の世帯に対し、同支

援金が支給されます。なお、同支援金により、対象

世帯の公立高校生については、実質授業料が無償と

なります。

○授業料支援補助金（府の制度、返済不要）　

　私立高校生などに対する府の補助金です。目安と

して年収が６１０万円未満世帯は無償、８００万円未満世

帯は年額１０万円負担となるように補助金が交付され

る予定です。なお、２６・２７年度に入学した生徒につ

いては、卒業までの３年間は制度が継続される予定

です。

○府育英会奨学資金・入学時増額資金（返済が必要）

　奨学資金・入学時増額資金の予約申請は９月中旬

から中学３年生を対象に始まります。在籍する中学

校を通して申請します。

　また、５月から高校などに在籍している人を対象

に在学申請（奨学資金のみ）が始まります。在籍する

高校などを通して申請します。

◆貸付額

・奨学資金　公立高校は１０万円まで、私立高校は授

業料から国・府の給付額を引いた額＋１０万円まで

・入学時増額資金　公立高校は５万円まで、私立高

校は２５万円まで

○日本学生支援機構奨学金（返済が必要）

　大学予約第一種と第二種があります。第一種は、

無利子ですが成績に関する条項があります。第二種

は、金利がかかります。高校３年生および高校卒業

後２年以内の人が対象です。申請時期については、

各高校で異なりますので、在籍するまたは、卒業し

た高校にお問い合わせください。

○日本政策金融公庫（国の教育ローン、返済が必要）

　入学金や授業料など、まとまった金額を借りるこ

とができます。高校生、大学生、専門学生などが対

象で、随時申請できます。

　教育指導室では、進路選択支援事業相談窓口とし

て、奨学金などの各種相談を受け付けていますので、

気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６３、３６４）

水道週間が実施されます

　６月１日から7日までの１週間にわたり、「カラ

カラで　蛇口に飛び込む　僕の口」をスローガンに第

５７回水道週間が実施されます。この水道週間は、厚生

労働省、都道府県をはじめ各市町村の水道事業体など

で実施されるさまざまな広報活動などを通して、水道

についてさらに市民の理解と関心を高め、公衆衛生の

向上と生活環境の改善を図るとともに、水道事業のさ

らなる発展に資することを目的としています。

●甲田浄水場を一般公開　本市でもこの水道週間には

「甲田浄水場」を一般公開

します。

　６月１日～５日の午

前１０時と午後２時の２回、

地下水の取水から薬品の注

入・沈殿池・ろ過施設な

ど、水道水ができるまでの水処理工程を職員が説明し

ながら場内を案内します。この機会にぜひ見学してく

ださい。

●本市の水源についてご存じですか　本市の水源は河

内長野市にある滝畑ダム、淀川を水源とする大阪広域

水道企業団からの受水、さらに甲田浄水場近辺の井戸

からくみ上げる地下水です。また、本市の給水量の水

源配分は滝畑ダム系が４８.５㌫、淀川系が３６.１㌫、地下水

は１５.４㌫となっています。地下水については給水量の

割合は低いのですが、水質は良好で比較的安い費用で

の給水が可能で、渇水時にも安定的に取水でき、本市

にとって重要かつ貴重な水源です。

　なお、３水源以上を所有する水道事業体は府下では

珍しく、災害時でのリスク分散において大変有効と

なっています。

●本市の水道事業にご理解とご協力を　水道は市民生

活はもとより、さまざまな社会経済活動も支える重要

な役割を果たしています。本市では今後も低廉かつ安

全でおいしい水を安定的に供給するため、地震災害な

どに対する危機管理体制の強化を含め、効率的な手法

を常に検討しながら水道事業を発展させるため努力し

てまいりますので、引き続き皆さんのご理解とご協力

をお願いします。　 　　　　　      浄水課〔(２４)１２１５〕甲田浄水甲田浄水場場
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　４月12日、昭和橋下流の石川河川敷に、今年

もたくさんの色とりどりのこいのぼりが泳ぎ始

めました。

　これは、ＮＰＯ法人「夢の会」が、自然環境

の保全などを目的に毎年実施しているもの。

　春風の中、ゆうゆうと大空を泳ぐこいのぼり

は、５月10日まであげられ、散歩やサイクリ

ングに訪れる人たちの目を楽しませてくれま

す。

■■大空を泳ぐこいのぼ大空を泳ぐこいのぼりり

　４月４日、寺池台保育園で、入園式が実施さ

れました。

　同園は、今年新設された認可保育所で、真新

しい園舎に新園児が集いました。

　式では、担任の先生に名前を呼ばれると保護

者と一緒に大きな返事をするなど、園児たちの

元気な姿が見られました。

　園児の皆さん、元気に通園して、思いっ切り

遊んで大きく成長してくださいね。

■■園児の元気な姿がいっぱ園児の元気な姿がいっぱいい

　４月６日、市役所で、観光大使任命式が実施されました。同大使に任命されたのは、アメリカ合衆国

ニューヨーク市在住のジル・シメル・ソパさん。ジルさんは18年前に姉妹都市ベスレヘム市からの交

換学生として本市を訪れて以来帰国後も本市とベスレヘム市の友好事業に参加しながら本市のこと

をフェイスブックなどで発信してくれています。これからも本市のＰＲをよろしくお願いします！

■■富田林大好き女性、観光大使就任！～富田林をＰＲ富田林大好き女性、観光大使就任！～富田林をＰＲ～～

１６

今回、新婚旅行を兼ねて夫のドレン・ソパさん今回、新婚旅行を兼ねて夫のドレン・ソパさんとと
ともに本市を訪れたジルさともに本市を訪れたジルさんん

富田林寺内町を紹介する動画富田林寺内町を紹介する動画をを
制作中のソパさん夫制作中のソパさん夫妻妻



■友達たくさんつくってね

　４月６日、市立小学校で、一斉に入学式が実

施されました。大伴小学校では、新１年生77人

が出席し、これから始まる学校生活に緊張しな

がらもワクワクしている様子でした。また、校

長先生のお話も姿勢良く静かに聞くことができ

「よいこの三つの約束」の話が始まると、その約

束の一つ一つに大きな声で返事をしていまし

た。友達をたくさんつくって、元気に楽しい学

校生活を送ってくださいね。

■同い年、互いに 切 
せっ

 磋 
さ

 琢 
たく

 磨 
ま

　４月７日、第40回全国少年少女スポーツチャ

ンバラ選手権大会で優秀な成績を収めた、第一

中学校１年生の櫻井　大輝さんと金剛中学校１

年生の藤丸　孝太郎さんが教育委員会顕彰受賞

のため市役所を訪れました。二人は小学校低学

年の頃から競技をしているとのことで、「初めて

全国大会に出場できてうれしかった」と話して

くれました。これからもお互いに切磋琢磨して

頑張ってください。

■身近な物で手作りおもちゃ

　３月22日、中央公民館で、富田林人形劇まつ

りが開催されました。同まつりは、「人形劇団Ｚ

ｏｏっと」が結成されて20年にあたることを記

念して実施されたもので、当日は、同劇団Ｚｏ

ｏっとによる人形劇「かっぱときゅうり」「かぐ

や姫」が公演されました。

　また、他にも、さまざまな人形劇の公演や演

奏会があり、訪れた人たちは、間近で見られる

人形劇を食い入るように見ていました。

　３月25日、金剛図書館で、「春休みとしょか

んリサイクル工作～大人も子どもも楽しも

う！」が開催されました。これは普段図書館を

利用しない人にも気軽に図書館に来てもらおう

と企画されたもの。

　参加した子どもたちは保護者に手伝ってもら

いながら、紙コップやペットボトルのふたなど

身近な物を使って、けん玉やこまなどのおも

ちゃを作りました。

■人形劇団結成２０周年！

１７



１８

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

家庭血圧を測りましょう

　高血圧は心臓や血管に負担がかか

り、さまざまな病気を引き起こす原因

となります。しかし、高血圧は「サイ

レントキラー（静かなる殺し屋）」と呼

ばれるように自覚症状がなく、血圧を

測定しないと確認できません。

　また、「病院や診療所で測ると血圧が

高くなる」、「朝と夜の血圧値に差があ

る」といった症状の人もいるなど、病

院や診療所での１回の測定では、血圧

の正確な判断は難しいと言えます。

　そこで、家庭で定期的に血圧を測り、

記録することで、血圧変動の傾向をつ

かみ、血圧を上げない生活習慣づくり

に役立てましょう。その他、高血圧に

関する情報は市ウェブサイト各課の

ページ「保険年金課」をご覧ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１８８）

成人歯科健診

とき　２８年３月３１日まで　

ところ　指定医療機関（※）　

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健

指導　

対象者　健診日に満４０・５０・６０・７０歳

の人

基本健康診査

とき　２８年３月３１日まで

内容　問診、身体計測、血圧測定、血

液検査、尿検査、診察

対象者　４０歳以上で生活保護などを受

給している医療保険未加入の人

申し込み　５月７日～、保健セン

ターへ（電話申し込み可）　

※申込者に指定医療機関一覧表と受診

票を送付しますので、受診票を持って

有効期限内に受診してください。

20・30歳代の健診

とき　２８年３月３１日まで

内容　問診、身体計測、血圧測定、

血液検査、尿検査、診察、骨密度検

査

対象者　健診日に満２０・２５・３０・３５～

３９歳の人（昭和５１年３月３１日以前に生

まれた人は対象外です）

※ただし、骨密度検査は健診日に満２０・

２５・３０・３５歳の女性のみ。

申し込み　５月７日～、保健セン

ターへ（電話申し込み可）　

※申込者に指定医療機関一覧表と受診

票を送付しますので、受診票を持って

有効期限内に受診してください。

富田林病院看護フェア　

とき　５月１６日、午前９時３０分～午

後０時３０分　　

ところ　富田林病院１階外来フロア

※当日、送迎バスの運行はしていません。

内容　認知症の人やその家族対象の

「認知症カフェ」、骨密度などの各種測

定、脳を鍛える体操、アロマ、ＡＥＤ

体験、写真展「看護も変化を遂げてま

す！」など　※参加者全員に看護の日

（毎年５月１２日）にちなんだグッズを

プレゼントします。

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

問い合わせ　同病院総務課〔(２９)

１１２１〕



１９

 

平成７年４月２日～19年４
月１日生まれの人で日本脳炎
予防接種の受け忘れはありま
せんか

　同予防接種は、接種後に重い病気に

なった事例があったことをきっかけ

に、平成１７～２１年度まで、積極的勧奨

を差し控えていました。

　その後、新たなワクチンが開発され、

現在は通常どおり同予防接種を受けら

れるようになっています。

　平成７年４月２日～１９年４月１日生

 健診・予防接種
まれの人で、同

予防接種１期＝

３回と２期＝１

回（９歳以上対

象）の合計４回

に未接種および

不足分がある人

は、定期接種（無料）として受けるこ

とができますので、まだ受けていない

人は忘れずに受けましょう。

※接種日に２０歳未満の人に限ります。

※接種できる医療機関などは、４月号

広報に折り込みの「平成２７年度保健事

業案内」をご覧ください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



子育て講座

①園庭遊び

とき　５月１２日、午前１０時～１１時　

ところ　ふれんど保育園

定員　１０組

②幼児食試食会

とき　５月１９日、午前９時４５分～１１

時３０分　

ところ　金剛保育園　

定員　１０組

③泥んこ遊び

とき　５月２０日、午前９時３０分～１１

時

ところ　金剛保育園　

定員　１５組

④親子プール

とき　５月２０日、午前９時３０分～１１

時

ところ　みどり保育園　

定員　１０組

⑤ベビーマッサージ

とき　５月２１日、午前１０時～１１時３０分

ところ　常徳保育園　

定員　８組

⑥離乳食試食会

とき　５月２６日、午前９時３０分～１１時

ところ　富田林保育園　

定員　１０組

⑦幼児食試食会

とき　５月２８日、午前９時３０分～午

後０時３０分　

ところ　若葉保育園　

定員　５組

⑧泥んこ遊び

とき　６月２日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛東保育園　

定員　１５組

⑨親子で触れ合い遊び＆給食試食会

とき　６月３日、午前１０時～１１時３０分

ところ　彼方保育園　

定員　５組

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

⑩制作やリズム運動など（保育園なら

ではの遊び）

とき　６月１１日、午前９時３０分～１１

時　

ところ　大伴保育園　

定員　１５組

⑪リトミック

とき　６月１１日、午前９時３０分～１１

時　

ところ　城保育園　

定員　１５組

申し込み　③は当日直接会場へ、①②

④⑤は５月７日～、⑥は１２日～、

⑦は１４日～、⑧は１９日～、⑨は２０

日～、⑩は２８日～、⑪は６月１日

～、各園へ（申し込み先着順、各園

の電話番号は下表に記載）

㉁

㉁



  

５月５日～11日は児童福祉
週間です

　児童福祉法第１条に、「すべて国民

は、児童が心身ともに健やかに生まれ、

かつ育成されるよう努めなければなら

ない」と定められています。

　「児童福祉週間」は、子どもや家庭、

子どもの健やかな成長について社会全

体で考えるとともに、児童福祉の理念

を普及させるため、毎年５月５日のこ

どもの日から１週間、全国で実施され

ています。今年度の標語は、「世界には

　君の輝く　場所がある」です。

　本市では、生まれ育つ全ての子ども

たちが健やかに成長する環境の向上

と、市全体で子育てを支える取り組み

の充実をめざして、「市子ども・子育て

支援事業計画」を策定しました。

　子育てを地域全体で見守り、支えて

いく環境づくりをより一層進めること

で、市民の皆さんが生き生きと輝き、

心が触れ合い、明るい未来が見えるま

ちをめざします。

問い合わせ　こども未来室（内線２０８）

 

ＭＹ　ＴＲＥＥ　　　　　　
ペアレンツ・プログラム

　子どもをたたいてしまうなど子ども

の心と体にダメージを与えていること

に悩む親への回復プログラムです。

とき　６月８日～９月２８日の毎週月曜

日（７月２０日、９月２１日は除く）、１２月

１４日、２８年３月７日、いずれも午前

１０時～午後０時３０分

（全１７回）

ところ　人権文化セ

ンター

定員　１０人　※保育

あり（要予約）。

参加費　無料

申し込み　５月７日～、市人権協議

会〔(２４)３７００・(２５)５９５２〕へ　※参

加者は面接により決定します。

児童福祉

講座･催し

育児教室

①ぴよぴよクラス

とき　６月３日、午後０時５０分～３

時１５分　

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

②すくすくクラス

とき　６月１０日、午後０時５０分～３

時１５分、１７日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

ところ　保健センター

定員　①②各２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　５月７日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

ベビーマッサージ

　赤ちゃんとの肌の触れ合いが赤ちゃ

んの心と体

の発育を促

し、お母さ

んの心も癒

します。

　ぜひご参

加 く だ さ

い。

とき　５月２８日～、毎月第４木曜日、

①午後１時～２時３０分、②午後３時～

４時３０分

ところ　富田林病院お産センター

対象者　生後２～８カ月頃までの乳児

とそのお母さん　※お父さんの参加も

できます。

定員　①②各５組（申し込み先着順）

参加費　１回５００円

持ち物　バスタオル、着替え、おむつ

申し込み　５月７日～、同お産セン

ター〔(２９)１１２１〕へ

マタニティー＆子育て中の人
のためのコンサート

　出産や育児を応援するため、民生委

員児童委員協

議会が中心に

なって、同コ

ンサートを開

催します。

　コーラスや

ハンドベルの

美しい音色に癒されましょう。

とき　６月６日、午前１０時～正午

ところ　すばるホール　

対象者　妊娠中の人とその家族または

就学前の子どもと保護者　

定員　１００人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　５月７日～２２日までに

地域福祉課（内線２８３）へ　

富貴の里保育園内                 
子育て支援センターの催し

●おでかけ保育

とき　５月１９日、午前１０時３０分～１１

時３０分

ところ　金剛東中央公園（当日、直接

現地へ）

対象者　就学前の子どもとその保護者

問い合わせ　同支援センター〔(２８)

７３６４〕

梅の里保育園内　　　　　　
子育て支援センターの催し

●親子教室「英会話」

とき　５月２９日、６月２６日、７月２４日、

８月２８日、９月２５日のいずれも金曜日、

午前１０時３０分～１１時（全５回）

ところ　同支援センター

対象者　平成２３年４月２日～２５年４月

１日に生まれた子どもとその保護者　

定員　２０組

申し込み　５月１８日（必着）までに、

往復はがきに教室名、住所、親子の氏

名（ふりがな）、子どもの生年月日、性

別、電話番号を記入し、５８４-０００１梅

の里一丁目２の５　同支援センター

〔(２３)４５５５〕へ（申し込み多数の場

合抽選）

２１



２２

○インターネットでも使用開始や中止

の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業のページにある申し込み

画面に、必要事項を入力し送信してく

ださい。水道お客様センターで申し込

み内容を確認後、手続きをします。

○閉栓中であっても定期的に検針を実

施しています。メーター以降の水道管

などの管理は利用者に帰属することか

ら、閉栓中の漏水などについては自己

負担となりますのでご注意ください。

○検針は２カ月に一度お伺いしていま

すが、メーターボックスの上に障害物

などを置かないようお願いします。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

悪質な訪問販売にご注意を

　最近、まるで市から委託されたよう

な口ぶりで、水質の調査や浄水器を売

りつける訪問販売が発生しています。

　良心的に営業する業者が多い中、一

部の業者が「かたり」や「強引営業」

で問題を起こしています。

　市は直接、給水管の清掃や浄水器の

販売・調査・工事などはしていません。

必要でない場合や不信に感じた場合は

 毅  然 とした態度で断ってください。
き ぜん

　また、「だまされたかな」と思われる

人は消費者相談をご利用ください。

問い合わせ　水道総務課（内線２５１）

市消費者相談室（内線１８６）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

○転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、改築や新築などの工事をさ

れる場合も臨時

栓としての届け

出が必要です。

なお、届け出が

ない場合、罰則

が適用されるこ

とがあります。

○転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要となりますので、

必ず閉栓の届け出をしてください。



認知症介護家族の交流会

とき　５月２７日、午後１時３０分～３時

ところ　市消防本部

内容　医師による認知症に関する講

演、交流会

対象者　市内在住の認知症の人を介護

されている人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　５月２２日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人も参加される場

合は事前にご相談ください。

認知症サポーター養成講座

　ＤＶＤや講話を通じて認知症を分か

りやすく学びます。

とき　５月１９日、午後２時～３時３０分

ところ　市役所９０２会議室

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２５人　参加費　無料

※講座終了後、同サポーターの証とな

るオレンジリングをお渡しします。

申し込み　５月１２日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

食中毒予防講座

　梅雨に備えて食中毒の予防をしま

しょう。

とき　５月２９日、午後１時３０分～３

時３０分　ところ　金剛公民館

内容　家庭での食中毒予防対策、食中

毒の発生原因と諸症状など

定員　４０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　５月８日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）　

健康教室「ガンについて～最新

の検査方法から治療まで～」

とき　６月２５日、午後２時～３時

ところ　新堂診療所（若松町一丁目１９

の１０）　※駐車場はありませんので、公

共交通機関でお越しください。

内容　ガンの最新の検査方法など

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　５月１８日～、同診療所

〔(２３)３０６８〕へ

 

特定健康診査受診券を送付

　国民健康保険では、４０～７４歳の国民

健康保険加入者に対して、４月中に「特

定健康診査受診券」を送付しましたの

で、２８年３月３１日の有効期限までに

受診してください。

特定健康診査の内容　メタボリックシ

ンドロームに着目した健康診査で、問

診、身体計測、腹囲・血圧測定、血液・

尿検査、診察など　※同一年度内に受

診券を利用できるのは、「国民健康保険

人間ドック」と「特定健康診査」のど

ちらか一方です。なお、同人間ドック

に受診券を利用すると、本人負担額が

従来よりも軽減されます。

同診査の対象者など　国民健康保険被

保険者のうち、実施年度中（４月１日

から翌年３月３１日）に４０～７４歳の人に

年１回実施（昭和１５年９月～昭和１６年

３月生まれの人に限り誕生日の前日ま

で受診可）。ただし、１１月１日以降に同

保険に加入した人は除きます　※実施

場所および受診の方法など詳しくは、

受診券に同封の利用の手引きをご覧く

ださい。なお、掲載されている富田林

医師会加入の医療機関で受診した場

合、総コレステロール、尿潜血などの

追加項目健診が受けられます。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、

１８８）、健康づくり推進課〔(２８)５５２０〕

 

認知症予防教室

とき　６月５日～２６日の毎週金曜日、

午前９時４５分～１１時４５分（全４回）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に効果的な運動や食事など

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　５月２６日までにウエルネ

スけあぱるへ　※申し込み多数の場合

抽選。ただし、初めて参加される人を

優先します。

国民健康保険

講　座

 

こころの電話相談「すばる」
のご利用を

　こころの電話相談「すばる」は、男

性女性問わず皆さんからのさまざまな

悩みを聞いています。

　心の中の不安や不満を、一人で悩ま

ないで話してみませんか。あなたの気

持ちに寄り添ってお話しを伺います。

　秘密は厳守しますので、安心してお

電話ください。

◆心の電話相談〔(２５)８２６４〕

とき　毎週水曜日（祝日は除く）、午前

１０時～午後３時３０分

 

水漏れは、早い発見、早い修理

　目に見えない場所からの水漏れは、

水道メーターを見れば分かります。

　水漏れを早期に発見するために、水

道メーターを見る習慣をつけましょ

う。

水漏れの調べ方

①宅地内と家中の蛇口を全て閉める

②水道メーターを見て、メーター内の

銀色の星印（パイロット）が止まって

いるかを確認する

　パイロットが回転していれば、どこ

かで水が漏れている可能性があります

ので、早めに市管工事業協同組合

〔０１２０(０３２)４９７〕へご相談ください

（月～金曜日の午後５時３０分以降と土・

日曜日、祝日は市役所宿直室〔(２５)

１０００〕へ）。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

相　談

上下水道

２３



自動車税の納期限

○自動車税の納期限は６月１日です

　納税通知書記載の金融機関、郵便局、

コンビニエンスストア、クレジット

カード（インターネットによる手続き）

で納期限までに納めてください。

問い合わせ　府自動車税コールセン

ター〔０５７０(０２０)１５６〕

障がいのある人の軽自動車税
が減免されます

対象者　身体障がい者手帳、療育手帳、

戦傷病者手帳、精神障がい者保健福祉

手帳の所持者で、軽自動車（原動機付

自転車を含む）の所有者　

※手帳所持者と同一世帯の人が所有す

る軽自動車や、手帳所持者だけで生活

する人が所有する軽自動車を常時介護

者が運転する場合も減免の対象です。

※減免が適用されるのは対象者１人に

つき１台です。すでに普通自動車など

で減免を受けている場合は対象外です。

届け出　５月２６日までに手帳、印鑑、

運転免許証、車検証（原動機付自転車

は申告済証）を持参し、課税課または

金剛連絡所へ

問い合わせ　課税課（内線１１０）

 

身体障がい者補助犬の           
貸与希望者を募集

　府では、身体障がい者の自立と社会

参加の促進を目的として、身体障がい

者補助犬の貸与希望者を募集します。

対象者　満１５歳以上（ただし義務教育

を修了した人）で、盲導犬は視覚障が

い１級、介助犬は肢体障がい１級また

は２級、聴導犬は聴覚障がい２級の人

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申請書に必要事項を記入し

押印の上、５月１５日（必着）までに

５４０-８５７０大阪市中央区大手前ニ丁目

　府自立支援課〔０６(６９４４)９１７６・

０６(６９４２)７２１５〕へ郵送　

※貸与候補者は、補助犬の取得目的や

住宅環境などを調査し、選考・決定し

ます。

福　祉

 

デイサービスセンターかがり
の郷非常勤看護職員募集

勤務時間　午前８時４５分～午後５時１５

分（週３～４日、土・日曜日、祝日は

除く）

対象者　正看護師、准看護師

募集人数　若干名

申し込み　５月７日～２０日まで

に、履歴書と資格証明書の写しを添え

て、かがりの郷へ

富田林病院助産師・看護師募

集

職種　助産師、正看護師（いずれも正

規職員）

※勤務形態など詳

しくはお問い合わ

せください。

申し込み　電話ま

たはＥメールで富

田林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメー

ルjinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。

統計調査員を募集

　本市では、国勢調査などの国が実施

するさまざまな基幹統計調査を実施す

るために、調査票の配布・回収・点検

をしていただく統計調査員を募集して

います。基幹統計調査は、年１～２回

実施され、調査があるごとに登録され

た人の中から統計調査員を選任しま

す。

登録資格　２０歳以上の人　※職種など

により登録できない場合がありますの

で、詳しくはお問い合わせください。

報酬　調査の種類・件数などにより異

なります

申し込み　総務課で配布する所定の申

込書に必要事項を記入し、土・日曜日、

祝日を除く午前９時～午後５時３０分に

同課（内線３３１、３４２）へ　

※申込書は、市ウェブサイトの各課の

ページ「総務課」からダウンロードも

できます。

募　集
 

ご存じですか？　　　　　　　
第１号被保険者への独自給付

　国民年金には、老齢・障がい・遺族

基礎年金の他、第１号被保険者の独自

給付として次の給付があります。

死亡一時金　

　第１号被保険者として保険料を３年

以上納めた人が、何の年金も受けずに

死亡した場合、生計を一にしていた遺

族（配偶者、子など）に支給されます。

ただし、その遺族が遺族基礎年金を受

けられるときは支給されません。

◆死亡一時金の額

※付加保険料を納めた期間が３年以上

のときは、８５００円が加算されます。

寡婦年金　

　夫が亡くなったときに次の①～④の

要件を満たす妻に６０歳から６５歳になる

までの間、支給されます。ただし、寡

婦年金を請求した場合は、死亡一時金

を請求できません。

①婚姻期間（内縁関係含む）が１０年以

上継続していた

②夫によって生計を維持されていた

③夫が死亡した月の前月までの第１号

被保険者としての保険料を納めた期間

と、免除された期間を合算して２５年以

上ある

④夫が障がい年金や老齢基礎年金を受

けたことがない

◆寡婦年金の額

夫が受けられたであろう老齢基礎年金

の額の４分の３

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕、保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４



 

相続税説明会

　２７年１月の相続税法改正により、相

続税の対象となる人が増加します。

　将来起こる相続に備えるための説明

会を開催します。説明会終了後には個

別相談会も実施します。

とき　５月１５日、午後１時～３時　

ところ　市役所４階４０１会議室

対象者　市内在住の人

定員　５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　近畿税理士会富田林支部

〔(２５)６２５０〕

固定資産税納税通知書を送付

　５月１日付で、固定資産税・都市計

画税の納税通知書を発送しました。　

納税通知書の内容について分からない

ことがあるときは、課税課までお問い

合わせください。

　課税内容について、納税者からよく

いただく質問を次のとおりＱ＆Ａにま

とめました。

Ｑ１　２３年に新築した住宅、または２１

年に新築した３階建以上の耐火・準耐

火住宅の固定資産税が急に高くなった

のはなぜですか？

Ａ１　新築住宅に対して、減額制度が

設けられており、一定の要件に該当す

る場合、新たに固定資産税が課税され

ることとなった年度から３年度分（３

階建以上の耐火・準耐火住宅は５年度

分）に限り、１２０平方㍍までの居住部分

に相当する固定資産税（家屋分）の２

分の１が軽減されます。急に高くなっ

たのは、新築住宅に対する減額措置の

適用期間が終了したため、本来の税額

に戻ったからです。

Ｑ２　都市計画道路の見直し（廃止）

に伴い、固定資産評価に影響がありま

すか？

Ａ２　固定資産評価上、原則として、

当該画地の総地積に占める都市計画道

路予定地の地積割合により、減価補正

をする場合があります。都市計画道路

の見直し（廃止）があった場合には、

税
この減価補正を見直しすることとなり

ます。例えば、都市計画道路予定地が

廃止された場合には、減価補正の対象

外となります。減価補正の対象外とな

ることで、固定資産評価額が増加し、

結果として固定資産税額が増額するこ

とになった場合、大幅な負担増を抑制

して段階的に増加させることとなって

います。

Ｑ３　土地利用に変化なく、評価額も

下がっているのに、税額が上がったの

はなぜですか？

Ａ３　土地の税金に関して、税額の上

昇に一定の限度を定め、急激な増額を

抑える「税負担調整措置」の変更が原

因の一つに考えられます。地方税法の

一部改正に伴い、一部地目（住宅用地、

市街化区域農地）についてこの限度が

引き上げられることになりました。こ

のため、評価額が下がっているにもか

かわらず、税額が上がる土地がありま

す。

Ｑ４　固定資産税は１月～１２月までの

税金ですか？４月～３月までの税金で

すか？

Ａ４　固定資産税は、毎年１月１日の

所有者に対して、その年の４月１日か

ら始まる会計年度分の税として課税す

る年税です。いつからいつまでの期間

に対して課税するということは地方税

法には定められていません。従って、

売買時に固定資産税・都市計画税を月

割や日割で案分計算する場合の起点日

は、売主と買主の間で話し合って決め

てください。

Ｑ５　登記の名義人が亡くなったので

すが、どうすればよいですか？

Ａ５　土地・家屋の名義人が死亡され

た場合、法務局で相続登記して名義の

変更をしてください。事情により相続

登記が遅れる場合は「相続人代表者指

定届」を課税課に提出してください。

この届けは、法務局への相続登記が完

了するまでの間、被相続人（故人）に

対する固定資産税の納税通知書などを

受領していただくため、相続人のうち

から１人を相続人代表者に指定してい

ただくものです。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

固定資産税・都市計画税の減免

　次の全ての要件に該当している場合

は、固定資産税・都市計画税の２分の

１が減免されます。減免を受けるため

には６月３０日までに申請していただ

く必要があります。

①納税義務者が今年１月１日現在、６５

歳以上の人、特別障がい者、寡婦、寡

夫のいずれかであること

②納税義務者および当該納税義務者と

生計を一にする人全員が、個人の住民

税均等割非課税の限度額以下の所得で

あること

③所有している固定資産が自己居住用

だけであり、居住家屋の延べ床面積が

７０平方以下であること

④固定資産税・都市計画税の年税額（土

地・家屋の合計）が５万円以下である

こと

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

大阪府域地方税徴収機構が設
置されます

　２５年度末の府税および市町村税の収

入未済額は約９４０億円にのぼり、税の滞

納圧縮は本市においても差し迫って重

要な課題です。そのため、同徴収機構

を設置することにより、本市をはじめ

府内２７市町と府が共同徴収を開始し、

より積極的な滞納整理を実施します。

　２７年５月より、次のような事案を同

徴収機構へ引き継ぎます。詳しくはお

問い合わせください。

●長期間納税が滞っている事案

●納税資力があるにもかかわらず納税

がない事案

●高額の税を滞納している事案など

問い合わせ　納税課（内線１２１、１２３）

２５



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

●市スポーツチャンバラ協会

Ａ４歳以上　Ｂ多数　Ｃ・Ｄ第1・２・

４土曜日、午前１０時～11時３０分＝藤沢

台小学校体育館、午後２時～３時３０分

＝喜志西小学校体育館、第1・２・４

水曜日、午後５時～６時３０分＝寺池台

小学校体育館、毎週水曜日、午後８時

～９時＝明治池中学校体育館　Ｅ入会

金５００円、月額１５００円　Ｆ・Ｇ久保さ

ん〔０８０(４１２０)９０８４〕

●健康体操（ストレッチ）

Ａ市内在住・在勤の６０歳以上の人　Ｂ

１０人　Ｃ毎週金曜日、午後１時３０分～

３時　Ｄ市民総合体育館 　Ｅ月額

２０００円　Ｆ・Ｇ真中　とよ子さん

〔(３３)０３９７〕

●うさぎっ子ピョン太ピョン子クラブ

（トランポリン）

Ａ平成２１年４月～２４年３月生まれの幼

児　Ｂ１０人程度　Ｃ毎週金曜日、午後

３時～４時１５分　Ｄ市民総合体育館　

Ｅ入会金１５００円、年額３７００円（協会費、

保険代など）、月額１５００円　Ｆ・Ｇ小

林　奈々美さん〔０９０(８９８２)９９８９〕

●JUMP　UP　CLUB（トランポリン）

Ａ小・中学生　Ｂ１０人　Ｃ毎週土曜日、

午後３時３０分～５時３０分　D市民総合

体育館　Ｅ入会金１０００円、年会費２４００

円（協会費）、月額２０００円　Ｆ・Ｇ松谷

　容子さん〔(２８)７２１１〕

●寿々の会（民謡）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ第

２～４金曜日、午後１時～３時　Ｄ金

剛公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ松本

　守さん〔(２９)１２８８〕

●ちぎり絵サークル

Ａ市内在住の６０歳以上の人（未経験者）

Ｂ１０人　Ｃ第2・４火曜日、午後２時

～４時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ無料（材

料費は実費）　Ｆ・Ｇ榑本　八重子さん

〔(２４)１６７２〕

がんばった人に花まる！

●第18回市美術協会展受賞者

会員作品受賞者

《大賞》日本画の部　内藤　優子

《準大賞》洋画の部　一色　正信／書

の部　石橋　孝也

《会長賞》洋画の部　伊藤　尚尋／写

真の部　岡村　衛

一般公募作品受賞者

《市長賞》日本画の部　石田　康博／

洋画の部　清水　佐智子、 竹本　寛、

三溝　善洋

《教育委員会賞》日本画の部　東條　

美砂子／洋画の部　新谷　裕美子、福

泉　キヌ子／写真の部　平野　隆生

《すばる賞》日本画の部　田中　耕作

／洋画の部　青木　早苗、田淵　譲／

書の部　下阪　大鬼

《ＪＡ大阪南賞》洋画の部　市田　シ

ゲ子、 中川　忠彦、 西尾　芳子／写

真の部　平野　美智子

《商工会会長賞》日本画の部　右田　

秀美／洋画の部　溝口　眞一、星野　

吉治／書の部　小柴　孝右

 

●市合気道協会

Ａ①小学生～中学生、②高校生以上　

Ｂ多数　Ｃ①毎週水・金曜日＝午後６

時３０分～７時３０分、第３日曜日＝午前

９時～１１時、②毎週水・金曜日＝午後

７時３０分～９時、第３日曜日＝ 午前９

時～正午　Ｄ毎週水曜日＝青少年ス

ポーツホール、毎週金曜日・第３日曜

日＝市民総合体育館　Ｅ①②入会金

３０００円、①月額２０００円、②月額３０００円

Ｆ・Ｇ高岡　美恵さん〔０９０(３９７５)

８９８４〕

クラブ員募集

２６

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

決戦！熊本城　　　　　　松永　弘高

夕暮れ密室　　　　　　　　村崎　友

恐怖の緑魔帝王　　　　芦原　すなお

ラ・ミッション　　　　　佐藤　賢一

リバース　　　　　　　　相場　英雄

■家庭・その他

ほんとうの贅沢　　　　　吉沢　久子

「高倉健」という生き方　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　谷　充代

おうちで喜ばれるにほんのおかず　　

                                 いこま　ゆきこ

５０代から楽しむｉＰａｄ　　　　　　

　　　　　　　　　　　　馬塲　寿実

気にしない練習　　　　　名取　芳彦

おはなし会

①中央図書館　５月１０日、２４日

②金剛図書館　５月１６日

③東分室　５月１０日

④喜志分室　５月２４日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は

午後３時～３時３０分に開催。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

あかちゃんの                        
おはなし会

中央図書館　５月１5日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

※午前１０時４０分～１１時には、保健師に

よる子育ての話があります。

金剛図書館　５月１４日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、２１日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者対象、②⑤⑥は１歳児と保護者

対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　５月１7日、５月31日

、午前１０時３０分～

１１時

金剛図書館　５月９

日、２3日、３0日

、午後３時～３時

３０分

※いずれも当日、直接会場へ。



  

緑のリーダー養成講座

　樹木医をはじめとする講師から、樹

木や花壇の管理、 剪  定 など緑に関する
せん てい

知識を学んでみませんか。

とき　６月１０日～７月１日、１０月２８日

～１１月１８日の毎週水曜日、午後１時３０

分～４時（全８回）

ところ　金剛東中央公園

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　５月１３日～２２日、午前

９時～午後５時まで（土・日曜日は除

く）に市公園緑化協会（内線４０９）へ

家庭園芸セミナー

とき　５月１５日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　府環境農林水産総合研究所食

とみどり技術センター講堂（羽曳野市

尺度４４２）

内容　トマト、キュウリ、ナスなど作

物の症状を見ながら、病害虫対策につ

いて学ぶ

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　同研究所食とみどり技術

センター〔０７２(９７９)７０７０〕

 カルチャー 富田林産でつくろう！　　　
～四季の地場産食材でつくる
こども料理教室～

とき　①５月２３日、②２４日、いず

れも午前１０時～正午

ところ　①中央公民館、②金剛公民館

内容　イチゴ大福とお楽しみ２品作り

対象者　小・中学生と保護者

定員　各１６人

受講料　無料（材料費５００円）

申し込み　いずれも５月１６日（必着）

までに、往復はがきに教室名、参加者

全員の住所、氏名（ふりがな）、年齢

（学年）、電話番号を記入し、①は

５８４-００９３本町１６の２８　中央公民館、

②は５８４-００７２高辺台二丁目１の２　

金剛公民館へ（いずれも申し込み多数

の場合抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

 日  本  語 よみかき
に ほん ご

 教 
きょう

 室 
しつ

　 外  国 から 来 られた 人 などで、 日 
がい こく こ ひと にち

 常 
じょう

 生 
せい

 活 において 日  本  語 の「よみかき」に 不 
かつ に ほん ご ふ

 自  由 を 感 じている人のための
じ ゆう かん

 教 
きょう

 室 で
しつ

す。 毎 
まい

 週 
しゅう

 火  曜  日 、 午  後 ７ 時 ～８ 時 ３０ 分 
か よう び ご ご じ じ ふん

と 毎 
まい

 週 
しゅう

 水  曜  日 、 午  前 １０ 時 ～１１ 時 ３０ 分 に
すい よう び ご ぜん じ じ ふん

 開  催 しています。 受  講 
かい さい じゅ こう

 料 
りょう

は 無 
む

 料 で、い
りょう

つからでも 参  加 できます。 詳 しくはお
さん か くわ

 問 い 合 わせください。
と あ

ところ　 中央公民館 
ちゅうおうこうみんかん

 問 い 合 わせ　
と あ

とんだばやし 国  際  交 
こく さい こう

 流 
りゅう

 協 
きょう

 会 〔(２４)２６２２〕
かい

園芸講座

とき　５月２９日、午後１時３０分～３

時３０分　

ところ　けあぱる

内容　ミニ観葉植物を使ったコケ玉作り

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料（材料費１０００円実費）

持ち物　ゴム手袋、持ち帰り用の袋　

※汚れても良い服装で参加してくださ

い。

申し込み　５月８日、午前９時～、

けあぱるへ（電話申し込みは１２日～）

※５月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕

からも申し込みできます（定員１５人、

申し込み先着順）。

※この講座は、市公園緑化協会との共

催で実施します。

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望曜日・

時間帯を予約できます

（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人き

んきうぇぶ（小金台二

丁目５の１０）

内容　パソコン入門、インターネット・

メール、ワード、エクセル、デジタル

カメラ（取り込み、編集）から選択　

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　５月７日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

２７

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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血液循環測定会

とき　５月１９日～２１日、午前１１時

～午後７時の間に各８回　

※時間は申し込み時に確認してくださ

い。

ところ　ウエルネスけあぱる

定員　各回２０人（申し込み先着順）

参加費　１回３００円（当日、施設利用者

は１回２００円）　

申し込み　５月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）

※５月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕

からも申し込みできます（けあぱる

ホームページから申し込む場合は、「そ

の他連絡事項」欄に希望する日時を明

記してください）。

献血にご協力を

とき・ところ　５月９日、午前１０時

～午後３時＝伏山台小学校、２０日、

午前１０時～正午、午後１時～４時３０分

＝市役所

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人　※その他の条件などはお問い合わ

せください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

  

点字講座　

とき　５月１２日～２８年３月１５日の第

１・３火曜日、午前１０時～正午

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住・在勤でボランティ

ア活動に関心のある人

定員　２０人（申し込み先着順）

受講料　無料（教材費など実費）

申し込み　５月７日～１１日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み不可）

 カルチャー

２８

レインボーホール（市民会館）
講座

●ノルディックウォーク講座

とき　５月２３日、午前１０時～正午

内容　ノルディックポールを使って歩

きます

定員　３０人　参加費　５００円

持ち物　飲み物、タオル、帽子、ウォー

キングシューズ、ノルディックポール

（持っている人のみ）　

※ノルディックポールを有料（５００円）

で貸し出します。

●初めての大人バレエ

とき　５月１４日、２１日、28日、

６月４日、１１日、１８日、２５日、

いずれも午前１０時３０分～１１時４５分

内容　バレエを取り入れ、姿勢を正し

ます

定員　各１６人

参加費　１回１５００円

持ち物　靴下、タオル、飲み物

ところ　レインボーホール（市民会館）

申し込み　いずれも５月７日、午前

１０時～、同ホールへ（申し込み先着順、

電話申し込み可）



春のハイキング教室　

とき・ところ　６月６日、午前９時

３０分、人権文化センター集合

行き先　舟渡池公園～菅生神社（約８

㌔）

対象者　市内在住・在勤・在学の中学

生以上の人（中学生は保護者同伴のこと）

定員　２０人

参加費　無料（交通費４３０円程度実費）

申し込み　５月２７日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

よもぎ尽くしのよもぎ茶会

　みんなでモチ米を半つきにして、よ

もぎを混ぜたお餅を作って、よもぎの

お茶で楽しいひ

とときを過ごし

てみませんか。

とき　５月２４日

、午後１時３０

分～３時

ところ　南河内林業総合センター「ラ・

フォレスタ」（千早赤阪村東阪１２３８の５）

定員　１２人（申し込み先着順）

参加費　２０００円（材料費など含む）

持ち物　エプロンまたは汚れてもよい

服装

申し込み　５月７日、午前１０時～、

同センター〔(７２)００９０〕へ

２９

第65回市民文化祭               
ミュージックフェスティバル

　市民文化祭の軽音楽部門の発表会で

す。日頃の練習の成果をぜひご覧くだ

さい。

とき　５月２４日

、午後４時３０

分開演

ところ　すばるホール２階ホール

定員　８００人（当日、直接会場へ）　

入場料　無料

問い合わせ　すばるホール

野外料理教室

とき　５月２４日、午前９時～午後３

時（雨天決行）

ところ　市立青少年教育キャンプ場

（現地集合）　

内容　薫製づくり、クラフト

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　小学生以上１０００円、小学生未

満５００円　

申し込み　５月７日～１５日（土・

日曜日は除く）に参加費を添えてス

ポーツ振興課〔(２０)０３９０〕へ

野外で一緒に活動しませんか

　市野外活動協会では、子どもたちと

一緒にアウトドアを楽しむボランティ

ア会員を随時募集しています。

活動内容　スキー、スノーボード、野

外料理、キャンプなど

対象者　市内在住・在勤・在学で高校

生以上の人

申し込み　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（土・日曜日、祝日は除く）へ

  

親と子が楽しむ絵本の会　　

～見つけよう！お気に入りの絵本～

とき　５月２８日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　絵本、手遊び、体遊び

対象者　１・２歳児と保護者

定員　２０組　

参加費　無料

講師　児童館絵本ボランティア

申し込み　５月７日～１４日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果ははがきで

お知らせします。定員に満たなかった

場合は引き続き受け付けます。

人権を考える市民の集い　　
シリーズ１

　「市民後見人」とは、認知症や精神障

がいなどで判断能力が不十分になった

人を支援するため、家庭裁判所から選

任された地域の一般市民です。

　誰もが安心して生活していくため、

人権尊重の視点から、「市民後見人と人

権」について学習します。

とき　５月２５日、午後６時３０分～８

時

ところ　市消防本部４階視聴覚室

定員　６０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

講師　岩間　伸之さん（大阪市立大学

大学院生活科学研究科教授）　

問い合わせ　人権教育・啓発推進セン

ター〔(２０)０２８５〕

  イベント

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

５月・６月の                        
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　５月１０日～７月５日（５月３１日

は除く）の毎週日曜日、午前９時～午

後５時

使用料　無料　

持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

少年軟式野球体験教室

とき・ところ　５月９日、１０日、

午前９時～正午、いずれも高辺台小学

校（雨天中止）　

※都合の良い時間に直接会場へ。

対象者　小学生の男女　参加費　無料

持ち物　野球道具（貸し出しもあり）、

運動のできる服装、運動靴、飲み物

問い合わせ　吉岡　秀明さん（ジュニ

ア金剛）〔(２８)０６３７〕　※詳しくは、

ホームページ〔http://jr-kongo.xii.jp/〕

をご覧ください。

バドミントン体験教室

とき　６月２日、１６日、３０日、７月７日、

２１日のいずれも火曜日、正午～午後１

時３０分（全５回）

ところ　市民総合体育館

対象者　２０歳以上の女性

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　１０００円

持ち物　上靴、ラケット（貸し出しも

あり）

申し込み　５月６日～、山本　裕子

さん〔０９０(６６７３)１６１１〕、池田　美恵子

さん〔(２６)０２１８〕へ

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）

の練習から４泳

法まで

対象者　小学生

定 員　各２５人

（最少催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）に、

ウエルネスけあぱるで随時受け付け

富スポグラウンドゴルフ大会

とき　６月１７日、午前９時３０分～午

後１時３０分（午前９時～受け付け、雨

天時は２４日に順延）　

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー

定員　２４０人（申し込み先着順）

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　５月２０日～６月３日、

午前９時～午後８時までに総合スポー

ツ公園〔(３５)２１２２〕へ（電話・ファ

クス申し込み可）

  

サバーファームだより

●イチゴ大福作り

とき　５月９日、１０日、１６日、１７

日、２３日、２４日、午前１０時３０分

～正午、午後０時３０分～２時、午後２

時２０分～３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●マリーゴールド・サツマイモ植え付

け体験

とき　いずれも５月２３日、２４日、

午前１０時３０分～正午

定員　各３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

※イチゴ狩りの体系が変わり、６０分間

食べ放題になりました。

問い合わせ　サバーファーム

たぶんかこうりゅう会

　いろいろなルーツを持つ人たちが集

まります。皆さんで一緒に交流しま

しょう。

とき　５月１７日、正午～午後２時

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　６０人（申し込み先着順）

参加費　５００円（１８歳以下無料）　

申し込み　５月７日～１５日までに

同協会〔(２４)２６２２〕へ

  イベント

３０

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。



ウォーキングとストレッチ無
料体験教室

　肩凝り・腰痛・膝痛予防に効果的な

プログラムで初心者でも参加できま

す。

とき　５月２６日、午後１時～２時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　市内在住在勤の５０歳以上の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　運動できる服装、飲み物、タ

オル、バスタオル

申し込み　５月６日～、奥谷さん

〔(６３)５４５６〕へ（午後６時以降）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ライフ・チャレンジ・ザ・　 
ウォーク ～みかんの花香る
東条を歩こう！～

とき　５月１７日（小雨決行）　

ところ　東条小学校集合

参加費　無料（当日、直接会場へ）

コース 

《７㌔コース》

受け付け　午前８時４０分～９時

《５㌔コース》

受け付け　午前９時１０分～９時３０分

《３㌔コース》（車いす、ベビーカーで

の参加もできます）

受け付け　午前９時４０分～１０時

※各コースとも参加者の受け付け後、

各自スタート。

※ゴール受け付けは午前１１時４５分まで。

※閉会式は正午（予定）から実施。

※参加賞、上位賞、お楽しみ抽選会あり。

※同小学校に駐車場あり。

※ペットを連れての参加はできません。

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265
　休みません
●青少年スポーツホール　  (29) 3778
　休みません
●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121
　休みません
●図書館
　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171
　５/３、６、１１、１８、２５、６/１
　※５/４（みどりの日）、５（こどもの日）
　は開館します
●公民館　
　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121
　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966
　５/３～６、１１、１８、２５、６/１
●人権文化センター　　　  (24) 0583
　５/３～６、１０、１７、２４、３１
●児童館　　　　　　　　  (25) 0666
　５/３～６、１０、１７、２４、３１
●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451
　５/３～６、１１、１８、２５、６/１
●すばるホール　　　　　  (25) 0222
　５/１１、１８、２５、６/１
　※５/３～６は午後５時３０分で閉館します
●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117
　５/６、１３、２０、２７、６/３
●市民公益活動支援センター  (26) 7887
　５/２～６、９、１０、１６、１７、２３、２４、３０、３１
●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261
　５/３～６
　※毎週木曜日は浴場の利用はできません
●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070
　５/３～６
　※毎週月曜日は浴場の利用はできません
●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600
　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668
　５/４、１１、１７、１８、２５、６/１
●農業公園サバーファーム  (35) 3500
　５/１１、１８、２５、６/１
●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117
　じないまち交流館　　　  (26) 0110
　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771
　５/１１、１８、２５、６/１
●消防本部　　　　　　　  (23) 0119
　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

編集後記
　今年４月、２０数年ぶりに広報担当として
戻ってきました。昔の紙のレイアウト用
紙からコンピューターでの割り付けに変
わっているので慣れるまで戸惑いはあり
ますが、取材などでお会いした時はよろし
くお願いします。（た）
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問い合わ問い合わせせ スポーツ振興課〔(20)0390　スポーツ振興課〔(20)0390・・(20)0399〕(20)0399〕　

最新情報は、オリックス・バファローズ公式ホームページ〔http://ww最新情報は、オリックス・バファローズ公式ホームページ〔http://www.buffaloes.co.jp/〕をご覧くださいw.buffaloes.co.jp/〕をご覧ください。。

2255土 2266

ウエスタン・リーグ公式ウエスタン・リーグ公式戦戦

77//
雨天
中止

（総合スポーツ公園野球場（総合スポーツ公園野球場））

富田林バファローズスタジア富田林バファローズスタジアムム

日

特産品の即売会、物産展、模擬店ブース特産品の即売会、物産展、模擬店ブースもも

ありますあります！！

バファローズスタジアムで、思い出に残バファローズスタジアムで、思い出に残るる

楽しいひとときをお過ごしください楽しいひとときをお過ごしください。。

※※時刻表については、７月号広報時刻表については、７月号広報でで

お知らせしますお知らせします。。

阪阪神神

タイガータイガースス

オリックスオリックス・・

バファローバファローズズ

午後１時試合開始予定 午後０時30分試合開始予定

当日は無料臨時バスを運行します。
南海高野線「金剛駅」　　富田林市役所　　富田林バファローズスタジアム

いずれも日曜日、祝日は午後７時まで、水曜定休いずれも日曜日、祝日は午後７時まで、水曜定休日日

６月１日から前売り券を販売します
前売りで完売した場合、当日券はありません前売りで完売した場合、当日券はありません。。

詳しくは、下記販売店へお問い合わせください詳しくは、下記販売店へお問い合わせください。。

上野スポーツ富田林店

　　　　同河内長野店

〔(24)3135〕

〔(53)5005〕

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

（午前９時30分～午後（午前９時30分～午後７７時30分）時30分）

（午前１０時～午後（午前１０時～午後８８時）時）
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